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調査背景 

受給者はこれまで自身の研究（白石 2018）において、戦前ブラジル日本移民の中でも

サンパウロ州サントス市に集中した沖縄出身移民に注目し、国際・国内移動において同郷

出身ネットワークの存在が大きな役割を果たしていることを確認した。彼らは、当時ブラ

ジルにまで持ち込まれた沖縄県民に対する差別に立ち向かうために県人組織を結成した。

同時に、同郷ネットワークを基盤として蔬菜業というエスニック・ビジネスを展開した。

このように、ウチナンチュは社会的・経済的な沖縄出身者コミュニティを形成していっ

た。サンパウロの都市化が進んでいた当時、市内の商業の中心地はサンパウロ中央市場で

あった（1933 年開設）。その市場へ「日本人」として初めて進出したのは、沖縄出身の女

性であった。彼らは市場進出の先駆けとして、余剰生産分を行商で販売していたが、そこ

には同郷ネットワークが作用していたのではないだろうかという問いを立て、本調査では

戦前サンパウロ中央市場進出における沖縄出身者に焦点を当て、彼らのブラジルにおける

経済的階層移動と同郷ネットワーク性について検証していきたいと考えた。 

 

調査目的 

以上のことから戦前、サンパウロにおける蔬菜業をめぐり沖縄出身者がどのようにエス

ニック資本を利用し流通経路を確立していったのかを明らかにすることを目的とした。 

 

調査方法・内容 

 本調査の期間は 2018 年 7 月 19 日～9 月 3 日までの約１か月半である。期間中、主に

１）文献調査、２）中央市場における参与観察および市場卸売業従事者に対するインタビ

ューを行った。 

 

１）文献調査 

日系社会側の農産物流通ネットワークについて調査するため、日系移民研究の中心機関

であるサンパウロ人文科学研究所を拠点に行った。ここでは中央市場開設前後の時期に発

行されていた農業関係雑誌iを中心に分析を行った。また、ブラジル社会側の 19 世紀後半

から 20 世紀前半における都市化iiや人口流入iii、都市部の移民ivやその役割v、中央市場に関

する文献を、カンピーナス州立大学人文科学部図書館内において収集したほか、書籍３点vi

を購入した。 



２）中央市場における参与観察および市場卸売業従事者に対するインタビュー 

 ８月１日、20～22 日にかけて、サンパウロ中央市場および併設する青物市場キンジョウ

ヤマトおよびサンパウロ州食料供給センター（CEAGESP）で卸売業従事者計４名へ、同

月 21 日には元従事者２名に自宅に赴きインタビューを行った。 

 

調査・研究報告（何をどこまで明らかにしたか） 

１．日系社会内部の構造に関して 

蔬菜業全体におけるウチナンチュ・コミュニティの特殊性を明らかにするため、蔬菜業

従事者の対象を沖縄系に絞らず、広く日系農業全般に関する資料分析や質問をした。する

と、以前確認された様な沖縄出身者を特別視するような風潮はあまり見られなかった。つ

まり、市場内の日系人社会においては沖縄出身者とそれ以外の府県出身者といった、戦前

の日系社会でしばしば見られたような明らかな対立は特に確認されなかった。例えば 8 月

22 日に行ったインタビューにおいても「市場で働く日本人はみんな一緒」という語る場面

があった。一方で、本市場関係者への聞き取りからは、日系人一般がリベルダージ地区に

集住し始めた頃、沖縄出身者は中央市場周辺に集住していたという、出身・居住地域別の

棲み分けがあったことも確認された。沖縄出身者の特徴として、誰かが始めた商売が儲か

るとわかると、後続の者が出てくる。先に始めた人は彼らをライバル視するのではなく、

助けるという習慣がある、と語るウチナンチュは多い。こうした習慣や同郷ネットワーク

がこの地域への集住地域の形成を促して来たと考えられる。しかしながら、市場における

日系人の社会関係を見ると、沖縄出身者は多いものの、特にその特殊性は見られなかった。 

 

２．市場での商売、家族関係について 

 8 月 20～22 日に行ったインタビューおよび資料分析の結果、日系・非日系ともに、従

業員を雇っている場合もあるが、代々店舗の責任者はその家族に引き継がれているケース

が多いことが明らかになった。21 日に日系４世の女性に対し行ったインタビューでは「ま

さか学校を出た自分が市場で働くとは思ってもいなかった」という語りが見られ、蔬菜業

従事者という職業の意味付けが世代をまたぐにつれて変化してきている様子もうかがえ

た。商品の流通に関しては、現在農家から直接野菜が送られてくる場合はまれで、ほとん

どが中央市場よりも大規模な卸売市場での買い付けにより供給がまかなわれていた。以上、

インタビューや資料分析により、中央市場の役割や従事者にとっての位置付けが変遷して

いることが確認された。 

 

以上、本調査ではフィールドワークを通じ、当初考えていた仮説とは異なる結果が得ら

れた。今後は、収集したブラジル社会に関する資料整理をしながら、市場における日系社

会とサンパウロ中央市場におけるその位置付けを明らかにしていきたい。 
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